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９月定例会で決まったこと!
　

本
定
例
会
は
９
月
１
日
に
開
会
し
て
、
９
月
４
日
、

５
日
の
２
日
間
は
６
名
の
議
員
に
よ
る
一
般
質
問
を
行

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
案
の
審
議
で
は
、
報
告
・
同
意
・
承
認
・

条
例
改
正
・
一
般
会
計
補
正
予
算
・
特
別
会
計
補
正
予

算
・
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算
な
ど
の
議
案
を
審
議
し
、

す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
、
令
和
４
年
度
安
芸
太

田
町
歳
入
歳
出
決
算
、
及
び
安
芸
太
田
町
病
院
事
業
会

計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
は
、
決
算
審
査
特
別
委
員
会

を
設
置
し
て
慎
重
に
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

二
つ
の
会
計
に
つ
い
て
は
全
会
一
致
で
認
定
さ
れ
、
今

期
定
例
会
は
９
月
14
日
で
閉
会
し
ま
し
た
。

　

昨
年
度
の
事
業
と
し
て
は
、
安
芸
太
田
町
Ｄ
Ｘ
推
進

の
取
組
み
と
し
て
ｍ
ｏ
ｒ
ｉ
ｃ
ａ

カ
ー
ド
や
ス
マ
ー
ト
ホ
ン
で
利
用

で
き
る
ｍ
ｏ
ｒ
ｉ
ｃ
ａ
ア
プ
リ
が

普
及
し
て
き
ま
し
た
。
更
な
る
便

利
な
機
能
を
充
実
さ
せ
る
今
後
に

向
け
た
取
組
み
が
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　
安
芸
太
田
町
議
会
議
長

　
　
中
本
正
葊

９
月
定
例
会
を
終
え
て

議案番号 件　　　　　　　名 採　決

同意第１号 農業委員会委員の任命について（宮本　千春） 全会一致

同意第２号 農業委員会委員の任命について（小笠原　敏子） 〃

同意第３号 農業委員会委員の任命について（笠井　清孝） 〃

同意第４号 農業委員会委員の任命について（武本　宮紀） 〃

同意第５号 農業委員会委員の任命について（佐藤　潤） 〃

同意第６号 農業委員会委員の任命について（沖　貴雄） 〃

同意第７号 農業委員会委員の任命について（河野　幸枝） 〃

同意第８号 農業委員会委員の任命について（影井　伊久美） 〃

同意第９号 農業委員会委員の任命について（河本　穂津雄） 〃

同意第10号 農業委員会委員の任命について（斎藤　文彦） 〃

同意第11号 教育委員会委員の任命について（池野　博文） 〃

同意第12号 監査委員の選任について（齋藤　和典） 〃

承認第４号 専決処分の承認を求めることについて 〃

議案第55号 町道の認定について 〃

議案第56号 安芸太田町過疎地域持続的発展計画の変更について 〃

議案第57号 安芸太田町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の
一部改正について

〃

議案第58号 安芸太田町筒賀高齢者生活福祉センター条例の一部改正について 〃

議案第59号 安芸太田町サポートセンターふれあい条例の一部改正について 〃

議案第60号 安芸太田町ユニバーサルホーム信愛荘条例の廃止について 〃

議案第61号 財産の取得について 賛成多数

議案第62号 工事請負契約の変更について 全会一致

議案第63号 令和５年度安芸太田町一般会計補正予算（第３号） 〃

議案第64号 令和５年度安芸太田町介護保険事業特別会計補正予算（第２号） 〃

議案第65号 令和５年度安芸太田町病院事業会計補正予算（第１号） 〃

議案第66号 工事請負契約の締結について 〃

認定第１号 令和４年度歳入歳出決算の認定について 〃

認定第２号 令和４年度安芸太田町病院事業会計決算の認定について 〃

令和５年 第５回定例会 （９月１日～14日）
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９月定例議会

区
　
分

基　金　名
令和３年度 令和４年度 令和５年度
年度末
現在高 取崩額 積立額 年度末

現在高
取　崩
見込額

積　立
見込額

年　度　末
現在高見込

一
　
般
　
会
　
計

財政調整基金 2,846,248 0 181,500 3,027,748 249,480 148,098 2,926,366
減債基金 359,737 0 96 359,833 0 76 359,909
温井ダム周辺町有施設
整備基金 2,569 1,000 0 1,569 0 0 1,569

地域振興基金 320,560 4,229 255 316,586 5,268 253 311,571
まちづくり基金 738,968 69,642 165,664 834,990 100,940 165,622 899,672
森づくり事業基金 0 0 500 500 0 1 501
福祉医療教育支援奨学
基金 45,481 4,200 8,295 49,576 8,000 11,271 52,847

過疎地域持続的発展事
業基金 146,223 29,656 39,011 155,578 44,166 96,793 208,205

ふるさと未来・夢基金 175,239 105,457 151,328 221,110 211,476 200,042 209,676
森林環境譲与税基金 55,330 0 13,071 68,401 23,257 33 45,177

一般会計合計 4,690,355 214,184 559,720 5,035,891 642,587 622,189 5,015,493

特
　
別
　
会
　
計

国民健康保険基金 240,708 18,247 20,756 243,217 26,728 193 216,682
介護給付費準備基金 111,333 6,024 44,512 149,821 3,783 27,456 173,494
介護サービス事業基金 2,008 99 0 1,909 99 2 1,812
簡易水道事業基金 29,967 0 1,944 31,911 1,000 17 30,928
農業集落排水事業基金 20,252 2,000 995 19,247 1,000 13 18,260
特定環境保全公共下水
道事業基金 23,266 0 1,358 24,624 1,000 18 23,642

筒賀財産区基金 50,515 899 731 50,347 4,109 828 47,066
内黒山財産区基金 2,818 0 498 3,316 1 113 3,428

特別会計合計 480,867 27,269 70,794 524,392 37,720 28,640 515,312
合　　　　計 5,171,222 241,453 630,514 5,560,283 680,307 650,829 5,530,805

安芸太田町基金一覧表（９月補正後）

賛否の分かれた議案の表決結果について
議　員　名

⻆
田
伸
一

斉
藤
　
マ
ユ
ミ

佐
々
木
　
道
則

小
島
俊
二

末
田
健
治

大
江
厚
子

影
井
　
伊
久
美

田
島
　
清

矢
立
孝
彦

津
田
　
宏

佐
々
木
美
知
夫

中
本
正
葊

議案番号等

議案第61号　財産の取得について ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ －

【○賛成　●反対】　※議長は賛否に関わることができません。ただし、賛否同数の場合は、議案の可

　　　　　　　　　　　決・否決を決めることができる「採決権」が認められています。

■
一
般
会
計
・
歳
入
歳
出

　

歳
入
歳
出
に
３
億
７
千
53
万
６
千
円
を

増
額
し
、
歳
入
歳
出
予
算
総
額
を
86
億
４

千
５
百
54
万
４
千
円
に
増
額　

【
可
決
】

　
歳
入
の
主
な
も
の

・
前
年
度
歳
計
剰
余
金
繰
越
金

　
　
　
　
　

２
億
９
千
３
百
７
万
５
千
円

・
財
政
調
整
基
金
繰
入
金

　
　
　
　
　
　

▲
５
千
２
百
７
万
８
千
円

・
国
県
負
担
金
・
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　

１
億
７
百
99
万
２
千
円

　
歳
出
の
主
な
も
の

・
財
政
調
整
基
金
積
立
金
（
貯
金
）

　
　
　
　
　

１
億
４
千
６
百
53
万
９
千
円

・
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
事
業
臨
時

　

交
付
金
事
業
負
担
金
補
助
及
び
交
付
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　

６
千
７
百
68
万
円

・
道
路
維
持
管
理
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
千
７
百
８
万
円

●
取
得
財
産

　

安
芸
太
田
町
立
小
中
学
校
ネ
ッ
ト
ワ
ー

　

ク
統
合
及
び
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
導
入

　

業
務
事
業
に
よ
る
教
職
員
用
コ
ン
ピ
ュ

　

ー
タ

●
契
約
金
額

　

事
業
費
合
計　

６
千
３
百
80
万
円

（単位：千円）

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

議
案
第
61
号

財
産
の
取
得
に
つ
い
て
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ページ 質問議員 質　問　項　目

5
⻆　田　伸　一

【一問一答】

■地域商社あきおおたについて

■龍頭ハウス（配食サービス）について

6
佐々木　美知夫

【一問一答】

■令和５年度事業の進捗状況を問う

■来春の任期満了に伴う進退について

7
末　田　健　治

【一問一答】

■自治振興会対策に特化した協力隊員採用の考えを問

　う

■農地保全策を問う

8
斉　藤　マユミ

【一問一答】

■指定管理について

■大規模林道の修繕について

■森林セラピーについて

9
大　江　厚　子

【一問一答】

■安芸太田小中における平和教育について

■町長の核廃絶の考えについて

■認知症の人々への取り組みについて

10
影　井　伊久美

【一問一答】

■教育・子ども達の環境について

■子育て環境の充実について

町
政
課
題
で
活
発
な
論
戦
を
展
開
！

　一般質問とは　議員が町民の代表として、町の行政全般に対し、現在の状況や将

来の方針等を質問することで、政策の見直しや提言等を行います。

♦年４回の定例会で行います。　♦質問時間は、1 人 1 時間以内（答弁含む）です。

　９月定例会では、９月４日、５日の２日間で６人の議員が一般質問を行いました。

　（注）答弁の概要を、次ページ以降に、掲載しています。

一般質問　町の未来（アシタ）を問う！

一般質問
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みなさん是非 傍聴にいらして下さい!!

　
　

健
康
福
祉
課
長　

　

安
芸
太
田
町
人
材
育
成
交
流
セ
ン
タ

ー
黎
明
館
の
指
定
管
理
を
、
Ｊ
Ｏ
Ｃ
Ａ 

が
引
き
受
け
た
こ
と
に
伴
い
、
配
食
サ

ー
ビ
ス
の
拠
点
施
設
を
黎
明
館
に
移
転

さ
れ
ま
し
た
。

　

移
転
に
係
る
理
由
は
、
Ｊ
Ｏ
Ｃ
Ａ
自

体
の
各
事
業
に
か
か
る
経
費
削
減
、
事

業
の
効
率
化
を
図
る
た
め
で
す
。

　

配
食
サ
ー
ビ
ス
活
動
拠
点
を
、
黎
明

館
に
移
す
意
向
に
つ
き
ま
し
て
は
、
指

定
管
理
の
選
定
委
員
会
等
で
、
計
画
の

内
容
を
協
議
・
承
諾
し
た
も
の
で
す
。

　

配
食
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ
て
い
る

皆
様
に
は
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
拠
点
の
移

転
に
関
し
て
告
知
を
し
、
配
食
事
業
そ

の
も
の
に
大
き
な
支
障
を
生
じ
さ
せ
て

い
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

龍
頭
ハ
ウ
ス
の
Ｊ
Ｏ
Ｃ
Ａ
の
配

食
サ
ー
ビ
ス
拠
点
を
黎
明
館
に
移
転

し
た
理
由
に
つ
い
て
答
弁
を
求
め
る
。

問答

問

貸し出して新たな有効活用
を図る答

⻆田　伸一　議員

JOCA撤退後の龍頭ハウス
はどうなる

龍頭ハウス

　
　

総
務
課
課
長
補
佐

　

龍
頭
ハ
ウ
ス
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ

　
　

Ｊ
Ｏ
Ｃ
Ａ
撤
退
後
の
龍
頭
ハ
ウ

ス
の
取
扱
い
に
つ
い
て
答
弁
を
求
め

る
。

問答

　
　

副
町
長

　

地
域
商
社
あ
き
お
お
た
推
進
協
議
会

は
、
昨
年
度
ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進

協
議
会
で
編
成
し
た
、
飲
食
や
お
土
産

な
ど
の
13
部
会
を
兼
ね
る
形
で
運
用
を

始
め
て
お
り
ま
す
。
全
13
部
会
を
開
催

し
、
総
勢
75
名
の
方
に
ご
出
席
頂
き
、

地
域
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
勉
強
会
や
安
芸
太
田
町

に
お
け
る
産
業
振
興
や
観
光
開
発
な
ど

に
つ
い
て
、
意
見
交
換
を
行
っ
た
と
こ

ろ
で
す
。　

　

こ
の
意
見
交
換
を
契
機
に
、
今
後
と

も
、
地
域
商
社
と
町
内
事
業
者
が
意
見

交
換
や
連
携
を
し
っ
か
り
と
行
い
な
が

ら
、
地
域
商
社
が
関
わ
る
こ
と
で
、
地

域
事
業
者
へ
の
経
済
波
及
効
果
が
一
層

現
れ
る
と
と
も
に
、
地
域
商
社
の
運
営

が
町
内
事
業
者
と
一
体
と
な
っ
て
行
わ

れ
る
よ
う
、
取
組
み
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
　

地
域
商
社
に
助
言
、
ま
た
支
援

を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
置
さ

れ
た
、
地
域
商
社
あ
き
お
お
た
推
進

協
議
会
の
事
業
推
進
の
現
状
は
。

問答 地
域
商
社
あ
き
お
お
た
推

進
協
議
会
の
活
動
状
況

の
た
び
、
地
域
活
性
化
に
資
す
る
取
組

み
を
進
め
る
た
め
に
、
新
た
に
施
設
を

借
り
た
い
と
の
申
出
が
あ
り
、
遊
休
施

設
の
有
効
活
用
の
観
点
か
ら
、
令
和
５

年
８
月
か
ら
新
し
く
貸
出
し
を
行
っ
た

と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
貸
出
し
に
当
た
り
ま
し
て
は
、

普
通
財
産
貸
付
け
要
領
に
沿
っ
て
事
務

処
理
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
施
設
の
維

持
、
保
存
の
た
め
に
要
す
る
費
用
や
光

熱
費
、
利
用
に
際
し
て
必
要
な
改
良
、

修
繕
に
つ
い
て
も
、
借
主
の
負
担
と
し

て
い
ま
す
。
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一般質問

　
　

町
長

　

年
度
当
初
は
、
人
事
異
動
、
前
年
度
事

業
評
価
や
新
規
事
業
の
入
札
準
備
等
に
よ

り
ス
タ
ー
ト
が
遅
れ
る
状
況
で
し
た
。

　

今
後
は
各
課
で
工
夫
し
て
、
ス
ピ
ー
ド

感
を
も
っ
て
取
組
む
努
力
を
し
ま
す
。

　

企
画
課
長

　

定
住
促
進
空
き
家
バ
ン
ク
オ
ー
ナ
ー
改

修
制
度
は
、
物
件
選
定
要
領
に
基
づ
き
２

件
の
物
件
を
選
定
し
た
と
こ
ろ
で
、
工
事

も
着
工
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

年
内
を
目
途
に
完
成
予
定
で
空
き
家
バ

ン
ク
登
録
予
定
で
す
。

　

副
町
長

　

婚
活
サ
ポ
ー
ト
事
業
に
つ
い
て
は
、
現

段
階
で
数
人
程
度
か
ら
応
募
を
い
た
だ
い

て
い
る
状
況
で
す
。

　

建
設
課
長

　

定
住
促
進
住
宅
整
備
に
つ
い
て
は
、
数

業
者
か
ら
の
意
見
を
集
約
し
、
12
月
か
ら

年
明
け
に
か
け
、
業
者
を
選
定
い
た
し
ま

す
。

　
　

毎
年
、
新
年
度
事
業
の
取
り
掛
か

り
が
遅
い
。
今
年
度
も
５
ヶ
月
が
経
過

し
て
い
る
中
、
現
在
の
進
捗
状
況
を
問

う
。

①
定
住
人
口
対
策
と
し
て
、
定
住
促
進

空
き
家
バ
ン
ク
オ
ー
ナ
ー
改
修
制
度
、

婚
活
サ
ポ
ー
ト
事
業
、
定
住
促
進
賃
貸

住
宅
の
進
捗
状
況
は
。

問答

　
　

教
育
次
長

　

本
年
度
は
、
保
育
士
の
現
場
視
察
研
修

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
　

②
子
育
て
・
教
育
・
次
世
代
支
援

で
の
森
の
よ
う
ち
え
ん
構
想
の
現
状
は
。

問答

令和５年度事業の
進捗状況は問

スピード感をもって取組む答
佐々木美知夫 議員

　
　

総
務
課
長

　

滝
山
川
橋
梁
撤
去
に
つ
き
ま
し
て
は
、

先
週
入
札
を
し
、
仮
契
約
を
締
結
し
ま
し

た
。

　

筒
賀
支
所
長

　

筒
賀
交
流
拠
点
は
、
基
本
構
想
案
に
つ

い
て
地
域
の
皆
様
の
ご
理
解
を
深
め
る
た

め
、
出
張
意
見
交
換
会
等
の
実
施
や
イ
ベ

ン
ト
企
画
も
考
案
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
　

③
社
会
基
盤
事
業
と
し
て
、
旧
Ｊ

Ｒ
滝
山
川
橋
梁
撤
去
、
筒
賀
交
流
拠
点

整
備
の
現
状
は
。

問答
　
　

企
画
課
長

　

カ
ー
ド
を
紛
失
さ
れ
再
発
行
手
続
き
を

さ
れ
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

地
域
で
の
説
明
会
も
行
い
な
が
ら
普
及

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　

④
生
活
の
利
便
性
で
「
ｍ
ｏ
ｒ
ｉ

ｃ
ａ
」
が
好
評
と
聞
く
が
、
高
齢
者
の

使
用
状
況
は
。

問答

　
　

産
業
観
光
課
長

　

町
か
ら
の
補
助
金
で
特
産
品
開
発
を
し

て
い
ま
す
。
そ
の
辺
り
も
注
視
し
な
が
ら

特
産
品
開
発
を
支
援
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
　

⑤
地
域
特
産
品
生
産
開
発
支
援
事

業
で
の
新
商
品
開
発
の
努
力
は
評
価
す

る
。
一
過
性
で
は
な
く
継
続
性
を
持
た

問

答
　
　

住
民
生
活
課
長

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、
今
年
度
５
名

を
募
集
す
る
予
定
で
、
そ
の
う
ち
既
に
２

名
が
着
任
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
、
更
に

３
名
を
採
用
す
る
計
画
で
総
勢
８
名
と
な

り
ま
す
。
地
域
支
援
員
で
は
筒
賀
・
戸
河

内
・
加
計
の
３
地
区
各
１
名
で
活
動
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
　

⑥
地
域
お
こ
し
協
力
隊
、
地
域
支

援
員
の
現
状
は
。

問答
　
　

産
業
観
光
課
長

　

筒
賀
木
工
陶
芸
館
の
解
体
に
つ
い
て
は
、

今
年
度
か
ら
設
計
業
務
を
進
め
て
い
ま
す

が
地
権
者
と
返
還
方
法
や
設
置
工
法
の
最

終
調
整
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

入
札
を
行
い
業
者
決
定
後
、
年
度
内
に

執
行
す
る
予
定
で
す
。

　

建
設
課
長

　

救
急
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
基
地
の
進
入
路
に

つ
い
て
は
現
在
、
工
事
入
札
の
準
備
段
階

で
９
月
中
に
工
事
契
約
を
し
て
冬
季
中
の

完
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
　

⑦
筒
賀
木
工
陶
芸
館
の
解
体
、
筒

賀
松
原
救
急
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
基
地
進
入

路
の
整
備
に
お
け
る
事
業
の
進
捗
は
。

問答 せ
る
に
は
、
地
域
商
社
の
営
業
力
強
化

も
必
要
で
は
。
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みなさん是非 傍聴にいらして下さい!!

　
　

町
長

　

地
域
づ
く
り
は
町
づ
く
り
の
原
点
、

地
域
を
つ
く
る
主
体
で
あ
る
自
治
振
興

会
と
一
緒
に
地
域
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　
　

安
芸
太
田
町
の
地
域
づ
く
り
の

基
本
方
針
を
問
う
。

問答

　
　

産
業
観
光
課
長

　

令
和
４
年
度
に
安
芸
太
田
町
農
業
振

興
ビ
ジ
ョ
ン
に
お
い
て
、
農
業
経
営
者
、

産
直
市
出
荷
者
の
方
々
を
対
象
に
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
し
て
い
ま
す
。

　

高
齢
化
の
進
行
と
と
も
に
耕
作
放
棄

地
は
拡
大
し
て
い
ま
す
。
将
来
の
農
地

利
用
の
姿
を
明
確
に
す
る
た
め
農
業
経

営
基
盤
強
化
促
進
法
の
改
正
に
よ
り
、

地
域
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

本
町
で
は
令
和
６
年
度
末
ま
で
に
町

内
全
地
域
で
策
定
が
義
務
化
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
町
内
を
10
地
区
に
分

け
て
協
議
の
場
を
設
け
る
考
え
で
す
。

　
　

安
芸
太
田
町
農
業
振
興
ビ
ジ
ョ

ン
に
は
農
地
利
用
集
積
の
方
針
が
示

さ
れ
て
い
る
。
実
績
と
見
通
し
は
い

か
が
か
。

問答 農
地
保
全
策
を
問
う

　
　

産
業
観
光
課
長　

　

農
業
振
興
方
針
で
は
、
四
つ
の
柱
を

立
て
て
い
ま
す
。

①
太
田
川
産
直
市
の
活
性
化

②
小
規
模
農
家
の
育
成

③
特
産
品
開
発

④
広
島
活
力
農
業
経
営
育
成
支
援

　

地
域
へ
の
説
明
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ

い
て
は
、
令
和
６
年
末
ま
で
に
順
次
説

明
を
行
う
予
定
で
す
。

　
　

安
芸
太
田
町
農
地
保
全
の
方
針

と
農
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
、

農
家
へ
の
周
知
は
。

問答

自治振興対策に特化した協力
隊員派遣の考えは問

定住には結びつきにくく
派遣は困難答

末田　健治　議員

　
　

住
民
課
長

　

本
町
の
自
治
振
興
に
と
っ
て
有
効
で

あ
る
か
研
究
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
　

地
域
振
興
策
に
専
門
家
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
踏
ま
え
た
取
り
組
み
を
進

め
る
考
え
を
問
う
。

問答
　
　

町
長

　

自
治
振
興
会
対
策
に
特
化
し
た
協
力

隊
員
派
遣
が
将
来
の
定
住
に
つ
な
が
る

取
り
組
み
に
な
る
か
、
来
て
い
た
だ
い

た
方
の
仕
事
と
し
て
は
成
り
立
た
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
も
そ
も
地
域
か
ら
人
が
減
っ
て
お

り
世
代
交
代
が
出
来
て
い
な
い
事
に
原

　
　

自
治
振
興
会
対
策
に
特
化
し
た

協
力
隊
員
採
用
の
考
え
を
問
う
。

問答

因
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

戸
河
内
土
居
地
区
で
は
地
域
住
民
が

地
域
の
皆
さ
ん
を
支
え
る
、
支
え
あ
い

活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
結
果
と
し
て

持
続
可
能
な
自
治
会
活
動
に
な
っ
て
い

ま
す
。

太田川産直市
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ひろしま山の日

一般質問

斉藤マユミ　議員

急務老朽化施設の対策は問

耐震診断結果を踏まえ検討する答

　
　

町
長

　

団
体
客
受
入
れ
可
能
な
施
設
で
あ
り
、

町
に
と
っ
て
も
大
変
重
要
な
施
設
と
位

置
づ
け
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
の
老
朽
化
対
策
費
用
の
増
大
の

観
点
、
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
活
用
に
よ
る

さ
ら
な
る
施
設
の
有
効
活
用
の
可
能
性

の
観
点
、
い
ず
れ
の
観
点
か
ら
も
当
該

施
設
は
民
間
譲
渡
と
い
う
こ
と
を
念
頭

に
置
き
な
が
ら
、
耐
震
診
断
結
果
を
踏

ま
え
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
　

い
こ
い
の
村
ひ
ろ
し
ま
の
今
後

に
つ
い
て
問
う
。

問答

　
　

産
業
観
光
課
長

　

今
年
度
か
ら
全
国
草
原
の
里
市
町
村

連
絡
協
議
会
に
加
入
し
た
こ
と
も
あ
り
、

深
入
山
の
地
名
を
全
国
各
地
に
周
知
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
大
会
、
山
の
日
の
イ
ベ
ン
ト
も
行
い

ま
す
。

　

ま
た
、
森
林
セ
ラ
ピ
ー
関
連
事
業
を

秋
に
実
施
し
、
多
く
の
リ
ピ
ー
タ
ー
も

確
保
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

周
辺
管
理
に
つ
い
て
は
、
関
係
機
関
と

連
携
を
密
に
し
な
が
ら
進
め
ま
す
。

　
　

深
入
山
グ
リ
ー
ン
シ
ャ
ワ
ー
管

理
に
つ
い
て
問
う
。

問答

　
　

副
町
長

　

企
業
の
健
康
経
営
の
関
心
が
非
常
に

高
ま
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
新

た
に
企
業
に
お
け
る
活
用
も
進
め
て
い

き
ま
す
。
森
林
セ
ラ
ピ
ー
の
体
験
を
通

じ
、
自
然
豊
か
な
安
芸
太
田
町
を
認
識

し
て
い
た
だ
き
、
将
来
に
お
け
る
町
と

の
か
か
わ
り
を
期
待
す
る
こ
と
も
重
要

だ
と
考
え
ま
す
。

　

あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
、
体
験
者
の

増
加
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　

森
林
セ
ラ
ピ
ー
に
つ
い
て
問
う
。

（
森
林
セ
ラ
ピ
ー
へ
の
期
待
度
は
）

問答

　
　

産
業
観
光
課
長

　

指
定
管
理
期
間
が
来
年
３
月
ま
で
と

な
っ
て
お
り
、
今
年
度
中
に
、
令
和
６

年
度
か
ら
の
指
定
管
理
を
選
定
す
る
予

定
で
す
。
い
こ
い
の
村
ひ
ろ
し
ま
と
同

様
、
集
客
施
設
で
あ
り
、
同
じ
問
題
を

抱
え
て
い
ま
す
。
今
後
に
つ
い
て
は
現

在
、
不
動
産
鑑
定
業
務
を
発
注
を
し
て

お
り
、
そ
の
鑑
定
評
価
額
を
踏
ま
え
、

指
定
管
理
制
度
以
外
の
民
間
事
業
者
の

活
用
手
法
、
選
定
等
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

グ
リ
ー
ン
ス
パ
つ
つ
が
の
現
状

と
今
後
に
つ
い
て
問
う
。

問答

　
　

建
設
課
長

　

林
道
大
朝
鹿
野
線
は
、
緑
資
源
機
構

に
よ
り
開
設
さ
れ
た
長
さ
12
・
３
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
広
域
的
な
林
道
で
平
成
16

年
度
に
安
芸
太
田
町
へ
管
理
移
管
を
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

　

路
線
の
終
点
恐
羅
漢
に
は
、
年
間
を

通
し
て
多
く
の
来
客
が
あ
る
ス
キ
ー
場
、

キ
ャ
ン
プ
場
が
存
在
し
観
光
施
設
へ
の

ア
ク
セ
ス
道
路
と
し
て
重
要
で
す
。
20

年
を
経
過
し
、
経
年
劣
化
も
あ
り
非
常

　
　

大
規
模
林
道
修
繕
に
つ
い
て
問

う
。（
舗
装
工
事
の
進
捗
状
況
は
）

問答

に
損
傷
が
進
ん
で
お
り
ま
す
。

　

修
繕
し
て
も
破
損
の
繰
り
返
し
が
予

想
さ
れ
ま
す
が
冬
季
ま
で
に
は
計
画
的

に
舗
装
を
進
め
ま
す
。
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教
育
長

　

全
教
育
活
動
を
通
し
て
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
８
月
６
日
を
中
心
に
登
校

日
と
し
、
ヒ
ロ
シ
マ
継
承
の
日
と
し
て

学
習
、
こ
の
日
の
持
つ
意
味
と
平
和
の

大
切
さ
を
改
め
て
考
え
さ
せ
る
こ
と
を

行
っ
て
い
ま
す 

。

　
　

本
町
の
平
和
教
育
の
目
的
、
内

容
、
時
間
数
に
つ
い
て
問
う
。

問答核
廃
絶
へ
の
取
り
組
み
に

つ
い
て

平和教育が目指すものは問

ヒロシマ継承と平和の大切
さを考える答

みなさん是非 傍聴にいらして下さい!!

大江　厚子　議員

　
　

教
育
長

　

学
校
で
活
用
す
る
教
材
は
校
長
判
断

と
思
っ
て
い
ま
す
。
特
段
に
制
限
す
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　

広
島
市
教
育
委
員
会
は
、
今
年

度
平
和
教
育
教
材
「
ひ
ろ
し
ま
平
和

ノ
ー
ト
」
か
ら
漫
画
は
だ
し
の
ゲ
ン

や
、
マ
グ
ロ
漁
船
第
五
福
竜
丸
の
被

ば
く
の
記
述
を
削
除
し
た
。

　

本
町
で
は
、
こ
れ
ら
を
平
和
教
育

の
教
材
と
し
て
使
う
こ
と
が
あ
る
と

す
れ
ば
、
そ
れ
に
対
し
て
ど
の
よ
う

な
考
え
を
持
っ
て
い
る
か
。

問答
　
　

町
長

　

恒
久
平
和
実
現
の
決
意
を
述
べ
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
つ
も
り
で
す
。

　
　

本
年
の
安
芸
太
田
町
戦
没
者
追

悼
平
和
祈
念
式
典
で
の
町
長
の
式
辞

に
込
め
た
思
い
に
つ
い
て
問
う
。

問答

　
　

町
長

　

Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ
ト
『
広
島
ビ
ジ
ョ

ン
』
の
引
用
で
、
核
廃
絶
へ
の
願
い
と

決
意
を
述
べ
た
つ
も
り
で
す
。

　
　

こ
れ
ま
で
町
長
の
式
辞
に
は
、

政
府
に
対
し
積
極
的
な
核
兵
器
廃
絶

の
取
組
み
を
求
め
て
い
た
が
、
今
年

は
核
廃
絶
の
文
言
が
全
く
な
い
が
な

ぜ
か
。

問答
　
　

町
長

　

核
兵
器
保
有
国
も
含
め
た
リ
ー
ダ
ー

が
広
島
の
地
に
足
を
運
ば
れ
た
こ
と
自

体
は
大
変
意
義
が
あ
っ
た
と
思
っ
て
お

り
、
広
島
ビ
ジ
ョ
ン
は
肯
定
的
に
と
ら

え
て
い
ま
す
。

　
　

被
爆
者
団
体
や
運
動
団
体
の
訴

え
は
核
廃
絶
で
あ
り
、
広
島
ビ
ジ
ョ

ン
は
核
抑
止
力
の
正
当
性
を
主
張
し
、

Ｇ
７
国
の
核
保
有
を
認
め
る
も
の
だ

と
批
判
し
た
。

　

町
長
は 

広
島
ビ
ジ
ョ
ン
の
内
容

を
肯
定
的
に
と
ら
え
て
い
る
の
か
。

問答

認
知
症
へ
の
施
策
に
つ
い

て

　
　

町
長

　

話
題
に
な
っ
て
い
る
は
だ
し
の
ゲ
ン

を
上
映
す
る
こ
と
で
、
皆
さ
ん
が
平
和

に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
る
の

で
は
と
考
え
ま
し
た
。

　
　

町
は
、
８
月
６
日
前
後
に
ア
ニ

メ
は
だ
し
の
ゲ
ン
を
上
映
さ
れ
た
。

そ
の
経
緯
と
感
想
に
つ
い
て
問
う
。

問答

　
　

健
康
福
祉
課
長

　

要
介
護
認
定
に
お
い
て
、
認
知
症
者

数
は
増
加
を
し
て
い
ま
す
。

　
　

本
町
の
認
知
症
患
者
の
現
状
に

つ
い
て
問
う
。

問答
　
　

健
康
福
祉
課
長

　

現
状
で
は
、
根
本
的
な
治
療
法
は
確

立
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

折
り
合
い
を
つ
け
な
が
ら
工
夫
し
て
、

住
み
な
れ
た
地
域
で
そ
の
人
ら
し
く
生

活
で
き
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
　

認
知
症
の
捉
え
に
つ
い
て
問
う
。

問答
　

総
務
課
長

　

多
数
の
児
童
、
生
徒
さ
ん
が
視
聴
さ

れ
、
戦
争
の
悲
惨
さ
、
平
和
を
考
え
る

大
切
さ
を
学
べ
た
と
い
う
感
想
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
　

健
康
福
祉
課
長

　

本
年
６
月
認
知
症
基
本
法
が
制
定
さ

れ
ま
し
た
。
現
在
進
め
て
い
る
施
策
を
、

進
展
、
強
化
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
　

本
町
で
は
認
知
症
ご
本
人
や
家

族
に
対
し
、
窓
口
相
談
、
在
宅
介
護

・
看
護
、
施
設
へ
の
通
所
・
入
所
な

ど
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。
今
後
の
課

題
に
つ
い
て
問
う
。

問答
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教
育
課
長

　

様
々
な
環
境
で
支
援
で
き
る
体
制
を
、

前
向
き
に
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

Ａ
Ｌ
Ｔ
に
つ
い
て
も
、
児
童
生
徒
に
対

す
る
、
そ
う
い
っ
た
時
間
を
作
る
よ
う

な
形
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
　

Ａ
Ｌ
Ｔ
に
よ
る
子
ど
も
向
け
英

会
話
教
室
や
加
計
高
校
公
営
塾
の
対

象
を
中
学
生
全
般
に
す
る
考
え
は
。

問答 教
育
・
子
ど
も
達
の
環
境

に
つ
い
て

教育大綱改定の今後の
進め方は問

対象者別の意見交換の
場を設ける答

影井伊久美　議員

　
　

教
育
長

　

主
体
的
に
物
事
を
考
え
る
力
を
つ
け

る
こ
と
を
並
行
し
て
行
い
な
が
ら
、
児

童
生
徒
の
自
主
的
な
活
動
、
生
徒
会
・

児
童
会
活
動
を
活
用
し
活
発
化
さ
せ
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
　

校
則
に
つ
い
て
、
子
ど
も
達
が

議
論
し
、
お
互
い
の
意
見
を
聞
き
、

解
決
す
る
方
法
を
模
索
し
た
り
、
納

問

答

　
　

健
康
福
祉
課
長

　

回
数
制
限
等
に
お
い
て
、
も
う
少
し

何
と
か
な
ら
な
い
か
？
と
い
う
ご
意
見

を
頂
い
て
い
ま
す
。

　

今
し
ば
ら
く
運
用
状
況
を
確
認
し
な

が
ら
、
制
度
の
改
善
等
に
つ
い
て
検
討

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
に
便
利
だ
と
思

っ
て
い
た
だ
け
る
制
度
に
し
て
い
か
ね

ば
な
ら
な
い
の
は
、
間
違
い
な
い
こ
と

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　

今
年
度
よ
り
開
始
さ
れ
た
「
乳

幼
児
等
医
療
機
関
通
院
等
交
通
費
助

成
」
回
数
制
限
等
に
対
す
る
住
民
の

声
を
受
け
、
拡
充
の
考
え
は
。

問答 子
育
て
環
境
の
充
実
に
つ

い
て

　
　

町
長

　

町
民
、
関
係
者
な
ど
対
象
者
別
の
意

見
交
換
の
場
を
作
ら
せ
て
い
た
だ
き
、

議
論
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

い
ろ
ん
な
方
と
話
を
し
な
が
ら
、
町

全
体
で
機
運
を
高
め
て
い
き
ま
す
。

　
　

教
育
大
綱
改
定
に
あ
た
り
、
ど

の
よ
う
に
住
民
の
興
味
関
心
を
醸
成

す
る
の
か
。

問答

　
　

住
民
課
長

　

今
後
の
人
権
啓
発
事
業
や
セ
ミ
ナ
ー

の
テ
ー
マ
に
掲
げ
る
な
ど
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

　
　

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
啓
発
取
り

組
み
は
。

問答

みなさん是非 傍聴にいらして下さい!!

得
を
導
き
出
す
た
め
の
時
間
は
設
け

ら
れ
て
い
る
か
。

筒賀小学校
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●安芸太田町財政各種指標
項　　　目 R２年度 R３年度 R４年度

経 常 収 支 比 率 93.5％ 86.8％ 97.8％
実 質 公 債 費 比 率 12.4％ 12.3％ 12.1％
地 方 交 付 税 額 44億5,200万円 43億3,694万円 42億2,073万円

普通交付税 39億5,219万円 38億2,296万円 37億848万円
特別交付税 4億9,981万円 5億1,397万円 5億1,255万円

財政調整基金（貯金残高） 23億9,900万円 28億4,600万円 30億2,800万円

令和４年度各会計の決算状況　決算審査
－前年度比４.５％の減少（一般会計決算額）－

一般会計歳出 総額　81億7,517万円
会　計　名 決　　　算　　　額

歳　　入 歳　　出 翌年度繰越額 実質収支額
一 般 会 計 8,523,764 8,175,168 55,520 293,076
国民健康保険事業特別会計 854,904 845,591 0 9,313
後期高齢者医療事業特別会計 160,369 154,246 0 6,123
介 護 保 険 事 業 特 別 会 計 1,373,549 1,325,664 471 47,414
介護サービス事業特別会計 15,003 15,003 0 0
簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 211,254 189,146 20,723 1,385
農業集落排水事業特別会計 134,979 133,457 0 1,522
特 定 環 境 保 全 公 共 下 水 道
事 業 特 別 会 計 293,709 291,693 189 1,827
筒 賀 財 産 区 特 別 会 計 30,369 28,740 0 1,629
内 黒 山 財 産 区 特 別 会 計 3,627 3,627 0 0

合　　計 11,601,527 11,162,335 76,903 362,289

病院事業会計 収 益 的 収 支 1,995,760 2,000,385 ー ▲4,625
資 本 的 収 支 134,579 230,423 ー ▲95,844

（単位：千円）

【経常収支比率】
　使途が特定されておらず、毎年度経常的に収入される一般財源のうち義務的経費等、毎年度経常

的に支出される経費への充当が占める割合であり、この割合が低いほど財政構造に弾力性があると

いえる。

【実質公債費比率】
　地方公共団体の一般会計等が負担する元利償還金及び準元利償還金の標準財政規模を基本とした

額に対する比率であり、25％が警戒ライン、35％が危険ラインとなる。
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決算審査特別委員会審査報告 （抜粋）

決算審査特別委員会委員長　津田　　宏
　令和４年度における国内の経済状況では、コロナ禍から緩やかな持ち直しが続いていました。そ

の一方で、世界的なエネルギー・食料価格の高騰などにより、国内をはじめ、本町の経済や町民の

日常生活、経済活動を取り巻く環境は、厳しさを増しているところです。

　本町の財政状況では、昨年に引き続き、普通交付税の臨時経済対策費の追加交付や中期財政運営

方針を踏まえた事業コスト縮減化等により、令和４年度においても財政調整基金の補填を伴わない

決算収支でした。しかし、経常収支比率では、86・8％から97・8％と11ポイント上昇し、昨年度

よりも財源的余裕や財政構造の弾力性においての悪化がみられました。今後も公債費の高止まり、

今後控えている大型事業といった財政調整基金に頼らざるを得ない財政運営が続くことも予想され

ます。

　令和４年度の主な補正予算では、新型コロナウイルス対応関連事業で住民税非課税世帯等臨時特

別給付金として349万１千円、子育て世帯臨時特別給付金として565万円、ワクチン接種関連の

委託料等として3,550万８千円、自宅療養者支援物資配送委託料として50万円、地域通貨morica

利用促進事業として834万円でした。

　令和４年度の実質収支（歳計剰余金）は２億9,307万６千円であり、昨年度の３億5,916万１千

円に比べれば、6,608万５千円の減となったものの、黒字決算となりました。その反面、病院事業

会計のほうでは、収益合計19億9,576万円に対し、費用が20億38万５千円で462万５千円の赤

字決算となりました。

　令和４年度事業では、国の新型コロナウイルス感染症地方創生臨時交付金等を活用し、令和４年

５月に策定した「安芸太田町ＤＸ推進計画」に基づき、商工会とも連携しながら、全ての町民に７

千円分の地域通貨マネーを付与したペアカード「morica」を配付する取組みを、昨年12月に開始

しました。

　コロナ禍により町内の商店等は、売上げの減少や銀行支店などの撤退により、厳しい経営状況に

追い込まれる中、約70店舗が加盟店として参画し、地域の経済循環に取組み、定額タクシーでは、

キャッシュレス決済だけではなく、利用データの分析、事務の効率化が進められ、さらに、スマホ

アプリとの連携で、加盟店からのクーポン受信やマイナンバーとの連携によって、行政情報の確認

など、その活用が広がることを期待しています。

　令和４年度の「morica」に係る事業費は、約１億600万円で、本年８月末までのチャージ額は、

7,800万円、利用金額は１億3,700万円となっており、デジタル技術を活用したＤＸの取組みは、

経済構造や働き方に大きな変革をもたらすとともに、地域の暮らしを支え、より便利で快適なもの

にする大きな可能性を秘めており、今回の取組みは高く評価します。

■
委
員
会
開
催

・
９
月
12
日

◎
安
芸
太
田
町
議
会
で
は
、
議
員
報
酬
・
議

　
員
定
数
に
つ
い
て
、
議
論
を
重
ね
て
き
ま

　
し
た
が
、
方
向
性
が
決
定
し
ま
し
た
の
で
、

　
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

①
議
員
報
酬
に
つ
い
て

　

令
和
３
年
に
議
会
と
し
て
改
定
を
決
定
し

ま
し
た
が
、
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
に
お
い

て
、
引
き
上
げ
の
必
要
性
は
認
め
ら
れ
る
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
等
に

よ
り
報
酬
引
き
上
げ
の
時
期
で
な
い
と
の
答

申
を
受
け
、
引
き
上
げ
を
凍
結
し
て
い
ま
し

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
第
５

類
へ
の
移
行
に
伴
い
、
改
め
て
議
員
報
酬
の

引
き
上
げ
を
決
定
し
、
再
度
報
酬
審
議
会
で

審
議
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。
報
酬
の

改
定
内
容
に
つ
い
て
は
今
後
、
議
会
だ
よ
り

で
詳
細
を
報
告
す
る
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

②
議
員
定
数
に
つ
い
て

　

安
芸
太
田
町
議
会
の
議
員
定
数
に
つ
い
て

は
、
合
併
時
に
18
人
の
議
員
定
数
で
し
た
が
、

そ
の
後
、
16
人
、
12
人
と
定
数
の
削
減
を
行

っ
て
き
ま
し
た
が
、
町
の
人
口
減
少
等
に
よ

り
さ
ら
な
る
議
員
定
数
の
減
員
に
つ
い
て
、

検
討
を
開
始
し
ま
し
た
。

議
員
定
数
に
関
す
る
議
員
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

　

・
削
減
を
必
要
と
す
る
議
員　

６
人

　

・
増
員
を
必
要
と
す
る
議
員　

１
人

　

・
現
定
数
（
12
人
）
が
適
当　

５
人

　

と
い
う
結
果
と
な
り
意
見
が
分
か
れ
ま
し

た
の
で
引
き
続
き
、
協
議
を
行
い
、
次
の
改

選
ま
て
に
結
論
を
出
し
ま
す
。

議
会
改
革
調
査
特
別
委
員
会
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　また、財政状況としては、普通交付税の減少に加え、これまでの大型公共事業に伴う大規模な起

債償還による公債費の高止まり、さらには今後本格化する道の駅周辺再整備事業、加計スマートイ

ンターのフルインター化や定住促進賃貸住宅整備事業などの大型事業も控えており、財政調整基金

に頼らざるを得ない財政運営が続くと予想される。

　決算数値における財政指標の将来負担比率は、19・6％から 9・5％と一時的な改善はみられたが、

公債費比率は前年度とほぼ横ばいの12・1％である。経常収支比率においては、令和３年度86・8％、

令和４年度97・8％と11ポイント上昇し、昨年度より財政的余裕や財政構造の弾力性が希薄となっ

ている。

　来年度も引き続き、住民の将来負担を軽減し、本町に住みたくなる人を増やす事業を効率・効果

的に達成されたい。

　①第二次後期基本計画・第二期総合戦略に沿った戦略的かつ重点的な施策の展開
　②新たな日常生活への変革に対応しうる行財政運営の推進
　③事業の選択と集中、新規事業の提案・事業見直し
　④エビデンスに基づく効果的な政策形成と事業の構築・推進
　⑤後年度財政負担の軽減（公債費等の抑制等）
　⑥要求額の精度の向上
　⑦外部委託における範囲の精査・価格競争の徹底
　⑧役割分担の明確化と成果指標の共有
　⑨議会、監査等の指摘への対応等

　本町の令和４年度予算編成は、「第二次長期総合計画後期基本計画」及び「第二期まち・ひと・

しごと創生総合戦略」において進めてきた取組みの中で、戦略的かつ重点的に取組む分野・事業に

ついて「骨太プログラム」と位置付け、本町のめざす将来像の実現に向けた事業の取組みがされて

いる。

　また、「成果指向の行政運営」や「歳入予算規模に応じた事業編成」の更なる徹底を図り、増大

化する公債費などの義務的経費の抑制等に対応しうる財政運営を行うため、次の項目を掲げて予算

編成に取組まれている。

決算に係る監査委員意見書

■
委
員
会
開
催

・
９
月
12
日

◎
第
２
次
長
期
総
合
計
画
（
後
期
基
本
計

　

画
）、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

　

合
戦
略
の
施
策
評
価
に
つ
い
て

◎
令
和
４
年
度
一
般
社
団
法
人
地
域
商
社

　

あ
き
お
お
た
決
算
状
況
に
つ
い
て

◎
道
の
駅
再
整
備
事
業
に
つ
い
て

◎
加
計
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
フ

　

ル
イ
ン
タ
ー
化
に
つ
い
て

　

令
和
４
年
９
月
30
日
に
新
規
準
備
段
階

調
査
着
手
箇
所
に
選
定
さ
れ
、
フ
ル
イ
ン

タ
ー
化
整
備
に
向
け

て
概
略
設
計
及
び
関

係
機
関
と
の
調
整
を

進
め
て
い
ま
し
た
が
、

令
和
５
年
９
月
８
日

に
新
規
事
業
化
箇
所

に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

地
方
創
生
調
査
特
別
委
員
会

加
計
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
フ
ル
イ
ン
タ
ー
化
、

新
規
事
業
化
箇
所
に
選
定

代表監査委員　　　藤田　八重子
議会選出監査委員　佐々木　道則



■
視
察

　

道
の
駅
再
整
備
計
画
に
お
け
る
先
例
地

　

と
し
て
視
察

・
９
月
21
日

　

視
察
先

　
　

道
の
駅
「
三
矢
の
里
あ
き
た
か
た
」

　
　
　
　
　

安
芸
高
田
市

　
　

道
の
駅
「
遊
Ｙ
Ｏ
Ｕ
さ
ろ
ん
東
城
」

　
　
　
　
　

庄
原
市

　
　

道
の
駅
「
西
条
の
ん
太
の
酒
蔵
」

　
　
　
　
　

東
広
島
市

　

参
加
者

　
　

産
業
建
設
常
任
委
員
会
（
５
名
）

　
　

議
長

　
　

企
画
課
（
１
名
）

　
　

産
業
観
光
課
（
２
名
）

　
　

地
域
商
社
あ
き
お
お
た
（
１
名
）

■
視
察

　

学
校
教
育
の
現
状
を
調
査
す
る
た
め
、

　

学
校
の
授
業
を
視
察

・
９
月
21
日

　

視
察
先　

加
計
小
学
校

　

参
加
者　

総
務
常
任
委
員
会
（
５
名
）

　
　
　
　
　

教
育
委
員
会
（
４
名
）

委員会
レポート

総
務
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

14安芸太田町議会だより

加計小学校　会議室

　

イ
ス
ラ
エ
ル
と
パ
レ
ス
チ
ナ
の

対
立
が
連
日
報
道
に
目
を
覆
い
た

く
な
る
情
勢
で
す
が
一
刻
も
早
く

穏
や
か
な
日
々
に
な
る
事
を
祈
る

ば
か
り
で
す
。

　

ま
た
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
も
５
類

に
移
行
し
て
制
限
も
緩
和
さ
れ
、

各
種
催
し
も
賑
わ
い
が
戻
り
つ
つ

あ
り
、
収
穫
の
秋
・
読
書
の
秋
・

芸
術
の
秋
・
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
と
忙

し
い
季
節
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
し

て
、
猛
暑
続
き
に
よ
る
作
物
へ
の

影
響
も
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
順

調
に
推
移
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ

れ
ま
す
が
、
暖
冬
が
予
想
さ
れ
異

常
気
象
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

議
会
で
は
「
加
計
高
生
と
の
懇

話
会
」
「
商
工
会
青
年
部
と
の
懇

話
会
」
を
開
催
す
る
運
び
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
中
継
が
９
月
定
例
会
よ
り
録
画

配
信
、
12
月
定
例
会
よ
り
ラ
イ
ブ

配
信
も
は
じ
ま
り
ま
す
。
よ
り
多

く
の
皆
様
へ
議
会
に
関
心
を
持
っ

て
頂
け
る
よ
う
取
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。　
　
　

（
斉
藤
マ
ユ
ミ
）

編

集

後

記

♦
広
報
・
広
聴
調
査
特
別
委
員
会

　
　

委

員

長　

田
島　
　

清

　
　

副
委
員
長　

影
井
伊
久
美

　
　

委　
　

員　

斉
藤
マ
ユ
ミ

　
　
　
　
　
　
　

小
島　

俊
二

三矢の里あきたかた

議会インターネット中継をはじめました
議会インターネット中継は、２とおりの方法で配信します。

ライブ配信 録画配信

議会本会議の様子を生配信
（実際に本会議を行っている時

間帯のみ配信）

※令和５年12月定例会から配信

議会本会議の様子を録画配信
※令和５年９月定例会より

　配信中

議会中継画面イメージ


